
　
　

　
今
後
35
年
間
に
お
け
る
公
共

施
設
の
将
来
更
新
費
用
は
、
年

間
で
平
均
約
43
億
円
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
人
口
減
少

が
続
い
て
お
り
、35
年
後
に
は
、

現
在
の
４
分
の
３
程
度
に
ま
で

減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
生
産
年
齢
人
口
（
15

歳
以
上
〜
65
歳
未
満
の
人
口
）

の
減
少
に
よ
り
税
収
の
増
加
は

見
込
め
な
い
一
方
で
、
少
子
高

齢
化
の
進
行
に
よ
り
社
会
保
障

関
連
経
費
は
伸
び
続
け
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
あ
る

全
て
の
公
共
施
設
を
維
持
し
、

従
来
ど
お
り
の
財
源
を
費
や

す
こ
と
は
大
変
厳
し
い
状
況

で
す
。

　

今
後
は
財
源
規
模
に
応
じ

た
施
設
総
量
に
縮
減
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人口減少・少子高齢
化で、厳しい

維持や建替
税収の増が見込めず、全ての施設の対応
が厳しい状況です。
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本市全体の人口
推移と将来展望
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